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市民のための
分かりやすい
認知症講座
～認知症の人になっても笑顔で暮らすヒント〜



認知症をめぐる
社会の変化



２０２３年６月
「共生社会の実現を推進す
るための認知症基本法」

が国会で成立

認知症のある人が尊厳を保
持し、希望を持って暮らせる
社会を目指すための法律



２０２４年１月
認知症基本施策推進
基本計画が施行され

当事者の目線に立った
「新しい認知症観」
として表現されている



「新しい認知症観」
「認知症になっても何もで
きなくなるのではなく、でき
ることややりたいことがあ
り、住み慣れた地域で仲
間とつながりながら、希望
を持って自分らしく暮らし
続けられる」という考え方



認知症の基礎的理解



認知症とは

正常に発達した
知的能力が持続的に低下
（６ヶ月以上）して
生活に支障を
きたしている状態



軽度認知障害（MCI)とは

正常な状態と認知症の
ちょうど間の段階
（Mild Cogniteive Impairment＝MCI)

軽度の記憶障害や見当識
障害が見られるようになる
が日常生活に支障は生じ
ていない



認知症の始まりと薬について

60歳

80歳

レカネマブ

ドネペジル

認知症

通常の老化
軽度認知障害

（MCI）

出典：東京新聞2023年2月28日記事より改編して作成



出典：東京新聞がエーザイの資料を基に作成した2023年2月28日記事より転載

アルツハイマー病の原因は、異常なタンパク質の一種「アミロイドβ（ベータ）」が

たまることで脳内の神経細胞が壊されていくという「アミロイドカスケード仮説」が
有力。レカネマブはこの説に基づいて開発された薬。（東京新聞２０２３年2月28
日記事より引用）



認知症になりにくくする生活習慣

60歳

80歳

仕事や役割

歩幅を広げて
歩く（運動）

認知症

通常の老化

よく聞く良く話す

生活習慣病の
治療や管理

自分でお金を
管理する

周囲の人が
肯定的に関わる

出典：認知症になりにくい人・なりやすい人の習慣 Gakken 長田乾著著より引用、東京新聞記事の画像を改変作成

軽度認知障害（MCI）



認知症の人に限ら
ないことなのですが
プラスの関わりと
マイナスの関わり
を知っていますか？

出典：認知症の人の“困りごと”解決ブック 稲田秀樹著 中央法規巣出版 オンラインセミナー



マイナスのかかわり方

誇りを傷つける

急がせる

きりきりする

怒り顔

一人きりにする

手を出す

口を出す

否定

説得

一度にたくさん

何もすることがない

刺激がない

プラスのかかわり方

失敗はそうっと、見て見ぬふり

ゆったり

お茶でも一服

にっこり

そばにいる、一緒にやる

少し待つ

黙って見守る

話をあわせる

本人の気持ちが動くシナリオで

ひとつずつ

出番、楽しみごとをつくる

五感や感情に働きかける

「新しい認知症ケア」 認知症介護研究・研修東京センター編集。発行 中央法規 より作成



記憶の不思議な世界
アルツハイマー型認知症であれば、
昔の記憶（長期記憶）はありありと
思い出せる一方で、ついさっきのこ
と（短期記憶）を思い出せないとい
うことが起こります。また旅行先で
体験した思い出の記憶（エピソード
記憶）もアルツハイマー型認知症で
は失われやすいといわれています。

出典：認知症の人の“困りごと”解決ブック 稲田秀樹著より引用作成



記憶とは

覚え、記憶し、思い出す
という３つの段階があります。

見たり聞いたりしたことを覚え
ることを『記銘力』といいます。

脳に蓄積された記憶を思い出
すことを『想起』といいます。

出典：認知症の人の“困りごと”解決ブック 稲田秀樹著より引用作成



記憶の種類と特徴

出典：認知症の人の“困りごと”解決ブック 稲田秀樹著より転載



記銘力が低下
すると

旅行先でホテル
の部屋番号を覚
えられず、部屋
にたどり着かない
ということが起き
ます。

出典：認知症の人の“困りごと”解決ブック 稲田秀樹著より引用作成



私たちは情報の
８割を視覚に頼って
暮らしている

目で見てわかる
ようにする
出典：認知症の人の“困りごと”解決ブック 稲田秀樹著 中央法規巣出版 オンラインセミナー



出典：認知症の人の“困りごと”解決ブック 稲田秀樹著より転載



認知症の進行とともに
段取り良く作業を

進めることができなくなる

実行機能障害
出典：認知症の人の“困りごと”解決ブック 稲田秀樹著 中央法規巣出版 オンラインセミナー



出典：認知症の人の“困りごと”解決ブック 稲田秀樹著より引用作成

認知症が進行してくると次第に家事
や料理、仕事がうまくいかなくなる

認知症が進行してき
て見当識障害が起き
始めると、注意力や
判断力も低下してき
て、考えた手順を遂
行することが困難に
なる実行機能障害が
生じます。



作業の一部が
できないだけなのに
作業を遂行できない

実行機能障害

出典：認知症の人の“困りごと”解決ブック 稲田秀樹著 中央法規巣出版 オンラインセミナー



実行機能障害

出来ないところを
補うことができれば
作業を遂行できるよう
になる可能性がある

出典：認知症の人の“困りごと”解決ブック 稲田秀樹著 中央法規巣出版 オンラインセミナー



周囲の対応
⇩

疾患に原因がある
⇩

適切なサポートがあれば
自分らしく暮らしていく
ことが可能と考える



本人と一緒に
本人の出来るところ
から整理していく

本人の出番を作る
ことがポイント



あら！
これも賞味期限が
切れてるわ！

と言いたい気持ちは
わかりますが

ぐっとこらえましょう♪



出典：認知症の人の“困りごと”解決ブック 稲田秀樹著より転載



こんなに散らかして！
ちょっとは片づけたら！
どうして洗濯しないの！

否定する言葉は
マイナスに作用する





情動記憶は障害されにくい

情動記憶は感情の
記憶と言われ、脳
の偏桃体に蓄積さ
れます。不快な体
験や恐怖を覚えた
体験ほど情動記憶
に刻まれやすいの
が特徴です。

出典：認知症の人の“困りごと”解決ブック 稲田秀樹著より引用作成



まだまだ認知症をめぐる課
題は多く「新しい認知症観」
を実現するためには

⇩
適切なサポートで

自分らしく暮らしていく
アイデアが必要



アルツハイマー型認知症

・初期に記憶の障害とともに、計算ができない
（失計算）、動作や行動が思ったように行えない
（失行）などの症状がみられる。

・中期になると、うまく言葉が出ない、話が聞き取
れない（失語）、季節や日時、トイレの場所が分
からない（失見当）といった症状が起きてくる。

・後期になってくると、自発性がなくなり、体の機
能障害も加わって寝ている時間が増えていく。

・アルツハイマー型認知症の進行のスピードには
個人差があります。

「図表で学ぶ認知症の基礎知識」 認知症介護研究・研修東京センター 中央法規 より作成



レビー小体認知症
•パーキンソン症状（小刻み歩行など）

•具体的で詳細な幻視
•認知症状（初期には比較的軽い）

•自律神経症状
•抑うつ症状
•睡眠時の異常行動
•認知の変動
（頭がはっきりしている状態と、ボーっとしている状態が

入れ替わり起こる）

•向精神薬への過敏性 ※特に定型抗精神病薬に注意

（筋固縮などの副作用、錐体外路症状、悪性症候群）

「知っていますか？レビー正体認知症」小坂憲司著 メディカ出版 に加筆して作成



前頭側頭型認知症（前頭側頭用変性症）

•前頭葉と側頭葉が萎縮する

•性格変化、社会的行動の障害がみられる

•記憶や見当識は、当初は比較的保たれる

•病識の欠如

•繰り返し行動がみられる

•食生活の変化

•自発性の低下（無関心など）

• オウム返しの言葉が多い
＊前頭側頭用変性症

・前頭側頭型認知症

・意味性認知症

・進行性非流暢性失語症 「図表で学ぶ認知症の基礎知識」 認知症介護研究・研修東京センター 中央法規 より作成



本人の希望に沿った
役割がある

本人との対話から
生まれる新しい
サポートのかたち



認知症の人が
地域貢献を行う
デイサービス

株式会社さくらケア
「ワーキングデイわかば」



認知症があるデイサービス
の利用者さんが
珈琲の豆を挽き

ドリップしてカップに注ぎ
お客様にお出しするカフェ

わかばカフェ





町内会から近隣の公園の
花壇を整備する依頼を受ける

公園が
みるみる

きれいになる！
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認知症の人と家族の
ための居場所と交流の

取り組み

かまくら認知症ネットワーク

「認知症の本人カフェと散歩の会」



©本人カフェと散歩の会 一般社団法人かまくら認知症ネットワーク





©本人カフェと散歩の会 一般社団法人かまくら認知症ネットワーク
©本人カフェと散歩の会 一般社団法人かまくら認知症ネットワーク







講師プロフィール



認知症の人の
生活上の
“困りごと”
を解決する
９０のヒントを
提案する本
中央法規出版 ２２０P
1980円（税込）
購入は書店、アマゾンで！

(株)さくらコミュニティーケアサービス代表取締役

(一社） かまくら認知症ネットワーク代表理事

神奈川オレンジネットワーク代表理事

稲田秀樹 著
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